
企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成⾧手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役
篠原 秀嗣

本土最南端の浮きドックにて万全な船舶修理を提供する。

対象船舶の大型化に対応する設備投資を実施し顧客数の拡大と受注単価の両面で成
⾧を図り2036年１００億の売り上げを達成する

・多くの引き合いがある中、設備不足による失注
・今後の売上増による人員不足
・新入社員の離職防止
・業務の標準化や部門間の連携強化
・デジタル技術を活用したデーター収集
・DX人材の不足

山川造船鉄工
（全体写真）

〇本社所在地:鹿児島県指宿市
〇事業概要:鋼製船舶修理業
〇常時使用する従業員:40名
（2026年6月時点）

〇現在の売上高:15億円
（ 2025年12月期）

〇法人番号:4340001009424
〇Web:https://yamakawasb.co.jp

山川造船鉄工株式会社（船舶修繕業）

・１００億企業の実現に向けて部門横断型のプロジェクトチーム
を設置し経営管理体制を強化

・「１隻＝１事業部」体制を構築し、顧客対応および顧客満足
の向上を図る

・年間１０名以上の新規中途採用と人材育成を推進し、離職防
止の複合的なアプローチを実施

・現場主導による設備導入を推進し、生産性向上と品質強化
を図る

・浮きドックの増設による受注船舶数の拡大

・浮きドックの大型化による対象船舶の拡大

・採用強化による人材確保

・DXによるスマートファクトリーの実現

そのために品質方針を下記に定める 併せて企業理念を下記に制定する
1・間違いのない「品質」を磨き上げ 1・2036年に売り上げ100億を達成し
2・遅れのない「工期」を守り 2・共に働く社員の待遇を常に改善して
3・適切な「価格」を提示し 3・ステークホルダーへの功績を全うする
4・継続的な「改善」を図る
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